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緒

　

言

　

第２篇二於テ余･ヽ抗原トシテ使用シタS．Ｔ.菌

菌慌ハ、健常血訪ノ添加ニョツテ常該抗原ノ自

家抑制域二見化大々4ヤヽモノデアルコトユこ･･認へ

従｀ソや力ヽル抗原二於ラハ其ノ使片ド1レヽ可検血

満ノ存在ノモ1ヽぺと刊則定･､可キデアル1ヽ考へ

瓢依ツテ余ハ患者血清ノ存在ノモ;ヽニ抗原ノ

最適f刺目量大則定シ、更二其ノ最適使用量万目

ヒｆ臨味的結核ノ診断二最モ適常ナル可キ可検

血満ノ使川靴り則定シタ。然シ更二正確Ｊ'f期ソヽ

ル栃-ﾆｰ、余､ハ鴻上博士カラS.T.菌菌株ノ分呉

々受ケ白ラ抗原二y作製シ、ソノ抗原尹用ヒテ多

数ノ患者拉二健康者ノ血清各量二就へ鴻上、

川上雨氏法(遠心沈殿法サ用フバヽ･従来ノ術式

(前法1ヽ同一ナル抗原入用ヒ、遠心沈澱法り･行ノヽ

ズ･lヽノ¦刺術式や拉行セシノテ結核補鱈結合反

嘸澗良施シ、以テ鴻七、川上雨氏法が結核臨詐

上二有スフレ意義丿叩月カニ'ごン;ヽシタ。

第２章

　

賓験方法

第１節

　

準備材料

(1}抗原ノ製法

　

結核髪型菌S.Ｔ.菌-･４匹･ G】yzerin-Bou川on

　

Ｌニ培養、7―JO日エリ･充
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分二貨育セルモノヘ100°C 30 分間蒸気釜内デ

滅菌、濾過紙？用ヒテ菌膿ノミヲ集ぺ之-ﾂL

鉢内ニテ充分二摺リヽ｀’ブシ、大ナル遠心沈澱管

内ニバ重心洗滞フ、ルTIト倣同、上澄液ノ全ク清

i登こナリタ'1. -'■認メタフレ｛友、出来ルグゲフk分り

除キタル沈湾（菌醵､ピ「シ、.一レ」ニ移シ、乾熱

滅菌器内こｰﾃ110―120°ＣＪ¬-ｸﾞ加熱乾燥七シ・･

ル．之ノ更こ･孚L鉢内ニモ粉末ト篤シ、化學天秤

り用ヒテ秤量シ、｀’ノ50mg宛大各し’ンブし」

ニ封入ノ

　

（２）吋検血清

　

可及的宅腹時こ採1飢、常曰叉

．・ヽ1化水牢二置キテ血清Ｊ分離、56 C 30 分間

【第18巻

水浴中一々加温、非働性¦ヽ篤シ、氷室二保存、翌

日之刊愈査シタ。

　

(３)補醒賓験常日5--6頭ノ海痕ヨリ心臓

穿刺ニョリ採血、血清ご’分離、氷室二保存、使

用時牛理的食堕水－テ10倍二稀樺勺

　

(４)溶血素

　

成占ノ記載二従ツテ山羊血球液

Ｊリ11ヒう一家兎丿處置シ、溶血｡價3200供ノモノ

ｊ゛得、之づ日フ。

　

(５)山羊血球液

　

賓験常目山羊頚静脈ヨリ

採血、3-4 fG]遠心洗滞、土溝丿出来ルグ･ヶ除去

シ、ぐ、ノ大仁-生理的食附･1ヽにタ･浮游液lヽ橘

第２節

　

像備賓験

　

（）ｊ抗原至適使肛囮則定

　

抗原至適使肝:Iり

測定法ハ第２篇二既述シタ迪リデア･1,が、本測

定法ハ抗原-.々新うシク作製゛いレ裕二之Ｊ行フグ

ケデ充分デアツテ各賓験毎二之-･操返フ､必要ハ

認ノラレナ≒同一抗原二就テ時日し･異ニシテ

数回、゛ソノ使用量う則定シタ賓験.ハ常二同一ラ

ル成績月

對照lヽシやソノ抗厨口ビ比較検定･､可キデーj’

匹余ハ倣同ごこ亙ツテ抗原丿試作シ、ソノ何レ

モ略ll司等ナル抗原ゼ

尚抗原作製上ノ操作二原因ス･l･成績ノ不統一り

除々循、茲ニー－･時二多量ノ抗原刊乍製シ、ソノ

最適使川¥ノ測定シ、とリ「アンプレ」ニ封入

シタ。

　

今後S.Ｔ.菌抗原Ｊ,ヨ

　

ル賓験ハ’7、ベテ本

抗原丿使用らタモノデア≒、本抗原ノ最適使用

剔則定７賓験成績八次７通りデフ）く第１八几

第」表

　

抗原使用;･リ!I】定盲験ノ成績
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--
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(併完全不溶血、朴中等度溶血、

　

本抗原二於やモ最適使用量ハ両術式共二各管

1ﾑｍｇｊ使用シ得ルコlヽサ認ノタ。賓験二際シ

うｰﾊ菌暦５０ｍｇ３先ヅ25托川ﾐ理的食盛水ニ

｢エムルジオ勺１篤シ、更ニこり･８松丿希郡シ

/
･iHlJ?
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十弱溶血阻止、－完全溶血

　

ソノ０．５托（1/Ｊｇノ菌量こ相常い･・各管二用

　

フルｏ

　

尚賓験ノ一部ニハ正常結核菌菌膿’用ヒ久、

　

ソノ使肝4しヽ測定賓験ノ結果前記S.T.菌抗原
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1ヽ同ジク‰ｍｇデア･L。

　

（2）溶血素使用量

　

第１篇二記述セ･り日夕、

鴻上氏法二従ヽソテ各賓験毎二溶血價尹測定、ソ

ノ８軍位斗川ヒタ。

　

（3j補慌使用量

　

鴻上氏法二於テハ補膿輦ハ

15倍稀稗液0.15托が各竹こ一用ヒうレテ居几

が、｀リ量ハ各竹-丿日フル感作血球量０．２托二

對シ、常こ略２羅位こ相常シグ居ル。

　

卵子４×８軍位感作血球（遠心洗藻セル山羊

血球ヨリ４％血球液刊乍リ、８軍位溶血素液ノ

等量lヽ急淮二混和シ感作ヒシりタルモノ･0．2托

一 一 一

－ - 一 一

15

I 皿

二呼

キ補肥量ハ30倍稀憚0．15、20倍稀稗胎０．１托

デアル。故ニ15倍補肥0．15或ハ10倍補肥０．１

托ハ共二補肥２軍位二桧溝いレ。

　

余ハ15倍補

肥0．15托ノ代りユ10倍補肥０．１托刊11ヒタ。

　

尚鴻上氏法二於･いヽ、賓験裕二溶血素憎ソ測

定シ、溶血素使Ill 'i':'ヽソノ節度更ﾌﾚ　｡1　l　力｀アリ

得･にゲ、補酷使肝;Iトヽ常二一定シタか]卜にし･原

則lヽシラ居ルノデ、余そ亦２軍位補肥ニハ10倍

稀憚補威０．１托、３単位補胎ニハ10倍稀郡補肥

0．15托列↑1ヒ、別二補肥對照丿々併置シタ､。

第３節

　

本試験

　

口）鴻上、川上副氏法

　

可検血Ｊヤ次長ノ如

ク３私ノ試験竹二分チ、之二抗原７加ヘテ｡↓5分

間S7で水浴中こ置々、15分毎二内容づ辰脆混

試験管番妓

　　

Ｉ

町検血清量……tl ，　0J

生理的食嵯水（粍.）

　　

一

抗原使川量卜万粍.）

　

0.5

　

TT

０．２

０．3

0.5

　

Ⅲ

０．1

0.4

0丿

　

其後3000同廻轄遠心沈澱５分間、上満ごりfﾉ?

的取捨ダーク絹友次表ノ如々處置ぺμ。

試験管番琥

　　

1

　　

11
Ⅲ

Ｉ

　

ｊ
４

　

６

　
　

一

　
　

一

〇
〇

０。２

０．５

０．1

0．1?

理的食虻ﾉjヽご托 １。１? １

０

　

ソ

●sW

10倍仙銘jし

　　

0.1

　　

0.1

　

30分間37(へ仏俗中二置ワ、コ

　

内容振盗混和

感作血球JV

　　

０.Z

　　

0.j

　

(15－30勺凪37(ﾌ水浴中二置ク)

　　

に

　　

０．１

小目回

戚:

jU.ゝ

0｡ビ

　

尚、本術式ニョル賓験一八、一部｡ハ可検血満量

０．２及ビ０．ｎモユ就テ行ヒ、後ニハ０．５托ノ可

検血溝ノミニ就や検査シタ。

　

ｒ２）従来ノ術式

　

従来ノ術式一一ﾖ11官験/J式

ノゝｊタこノ女n々デ｀ア’しｎ

　　

I【

/'O.D

　

0.5

O.l;

0．5

0.1

0．2

グ0

　

0

Ⅲ

一
ａ

　

一
ａ
・

C0.05

0.5

0.1

0.2

IV

/0
／

　

０

ベ
ノ (0．

　
　
　
　

／

　

ｉ
ｎ
>

幄
弘

0 2

０．５

０．1

0．2

(37 C水浴中ニ30分問、コノ間１叫内容振盛混和)

作

　

血

　

球 ０．２ ０．２ 0.2 0.2

　　　　　　　　　　　

(15―30分問37）Ｃ水浴中二置ク）

　

（３）血清對照及ビWa.R.對照

　

各可検血.満

毎二必ズ血清對照拉ニWa.R.對煕い置≒

　　　　　　　　　

″血清對照）

　　

∧WaR.

　

對照｀）
可検血清最托）

生理的食晩水し。

WaR.用抗原∩）

10倍補船で‥）

０．2

1.0

－

０．１

37°Ｃ水浴中ニ30分間j

0.1

0.6

0.5

0.1

感作血．球圧

　

Ｖ

バ0．5

　

0．5

　

／0.5捨｀卜’

／

0.0125

0．5

0.1

0.2

０．２

0.2
り
ヽ

０

　　　

（15分間、3？Ｃ水浴中二置乙

　

（り補肥對照

　

40倍補肥稀即液大大ノ如グ

５本ノ試験管ニト≒

試験竹番妓

　　

I

　　

U

　　

Ⅲ

　　

!V

40倍絹に蔀

　

0.05 0.1　0.15 0.2

生理的食植水

　

１．０

　

１．０

　

１．０

　

１．０

　　

ＯｙＣ水浴中ニ30分、4ヽ試験二併;;･11

Ｖ

一
・
いり

ゝ
０

１
ｆ
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Ĩ～一一̃E
S01S7.6・丿

一一－－一一一
白736 80 5ソ

二ごりごりノクlz二ここここしご

81卵S9.3ｙ即10.7ｙ）1
-

－●

11

Ｆ一
l
i
i
ｎ

χ
Ｉ
ノ

47144193.6?ぶし30 (b.↓％．

3 12.ヤん91

Å

　

健し肘用例ニいヶル賞験成績

　

峨原、Ｓ工薗菌豹）

術

　

式
ﾌﾞ接がﾔ4ｻ

陽性駈け袖に性駈ぐり計

W¨←'-･―-･--j-----=--

　

'-･･--w一一一　a一一一--ﾐをﾐ̃一一一Wia一一a一一一-¬-一一=f‾"-----l-―----｢

鴻レi

　

0.2几

　

抑宍 34 .6 ｙ 121卜65
.
4弘に85

　　

去卜一‥-一一--･一一一一-一一

　

川上狐

　

0.1耗

　

31べ16.8％)'15↓83.2V 185

__.___＿._.に..‥.._-

　

- ＝ -l匝

　

従来ノ

　　

Ｏｊ迂

　

2りa5.7°・平56

'

84.3ぢ｀185

　　　

寸

‥-----一

贈

う吋式

　

0.1耗

　

15ぐ8.1・ぶﾝ170

卜

91．9.9み185

o 178 19.5・ｙ1 91

　

感作血球

　

0.2

　

0．2

　

0．2

　

0．2

　

0．2

　

之二表ノ如ク生理的食堕水テ補充シテ、本試

験こ併置いt。本試験二於テハ２補膝軍位が用

とｰにテ居片

　

’第４管二於モ完全溶血Ｊ・起-･､可キデアル。余

八本試験ニハ常二之サ併置シ、感作血球ヲ加ペ

ダル後、本試験ノ試験管ヲ水浴ヨリ取出スヽ・ダヽ

血溝對照ノ完全溶血ト共ニ、補鱈對照第IV管ノ

溶血？標準トシタ。ノ

第４節

　

成績ノ判定

　　　　　　

ﾉ記琥トノ混雑グ防グ篤括弧ラ用ヒタ。

　

各管ノ溶血度Ｊ次ノ如タ分ヽソタ。、

　　

併(完全不溶血)、

　　

丑(中等度不溶血)

　　

十(僅カニ溶血阻止)、－(完全溶血)

　

賞験終了後及ビ翌朝ノ２同各管ノ溶血度サ記

録シ、溶血度十以上ノモノテ陽性トナシ、疑・ヽ

シキ場合ニハ補膿對照ノ溶血度予參考トシや判

定シ･ﾀ。

　

尚従来ノ術式－ヨルモ=ノヽ賓験成績ハ、ソノ

陽性度･‘二欠ノ如キ記琥尹用ヒ々記録シ、溶血度

ﾂﾞ士)‥‥第１管(可検血清量0．2耗ヲ含ム)ノｉ

　　　　

ニ溶血阻止アルモノ

(十)‥‥第２管(可検血清量0.1耗ヲ含ム)迄二

　　　　

溶血阻止アルモノ

(十十＞‥･第３管(可接血清量0．05耗ヲ含ム)迄二

　　　　

溶血阻止アルモノ

(併)‥‥第４曇(可接血清量0．025耗ヲ含ム)迄

　　　　

二溶血阻止アルモノ

(､冊ン…第５管(可橡血清量0．0125耗ヲ含ム)迄

　　　　

二溶血阻止アルモノ

　　　　　

第３章

　

賓験成績

第１節

　

肺結核患者二於ヶル･育験成績

　

満瀬病院こ入院セ･・主トシう‘第ｍ期肺結核患

者二對シ子り結核補膿結合反嘸ﾌﾞヽ鴻上、川上雨

氏法刊月フ｡ルモ、従来ノ術式－ヨルモ共二相常

二高イ陽性率-‘示･、。殊二鴻上、川上雨氏法ニテ

可検ｍ清量０．５托廿日フリ寺ハ、ソノ陽¦生率ハ

約96％、可検血清随０．２耗デハ約94≒、0．1

托デハ89% 1ヽ云フ高イ平均陽性率尹示ン礼

而シタ･従来ノ術式ニョツタ･可検ｍ直量０．２耗？

用ヒタ成績ハ、ソノ陽性率約88％デ、鴻上、川

上雨氏法ニョリ可検血清量O．球毛こ川こ[jヒタモノ

1ヽ略糾司様デア･ド弟２表、卵３表八

第２表

　

肺結核患一咎二於ケル賓験成績

　　　

(抗原:正常結核菌菌碧)

衡　式l可誓鴛Jｸﾞiｻ陽性敷(?べ) 陰性敷(悦) 計

鴻上､．
川上法 0.5耗 480ｿﾞ96ダ）:　20､4?･) 500

第

　

３

術

　

式

鴻上法
川上
一一

従来ノ
販

　

式

表

　

肺結核患者二於ケル賞験成績

　

く抗原:S.T.菌荷前）

呵根

―

・

～

(耗)
-
0.2耗

一一
i

　

0.1蝿

0｡2廷

'ヤ易性蚊(ｙ)

- -

0｡1托

第２節

　

健康者二於ヶル賓験成績

　

臨休士結核リ･必定し得タル健康對照例二於ヶ

ル賓験ハ第２篇二報;い==ル後、史ユ賓験例-'重

ネテ總計185例トナツタ。其責験成績ハ第４表

ノ如ク鴻上、川上雨氏法ニテハ吋検皿青量０．２

托デハ約35％、〇．ｎ毛デハ約17 '＼、従来ノ術

式ニテハ可検血詰吊０．２耗デハ約16庖、0．1托

ヂハ約８％トナル。

４

陰性数じぶ



第１琥】 野村二結核補殺結合反感二開.スル研し究

　

而シテ鴻上、川上雨氏法Ｊ－ヨリ可検血清量

0．1耗テ用ピクル場合ノ成績ト、従来ノ術式ニ

ョリ可検血清量0．2托ザ用ヒタ場合ノ成績トハ

略。々同様デア7レ。

　

恂正常結核菌菌膿テ抗原トシテ、鴻上、川上

雨氏法ニョリ可検血清量0．5耗ヲ用ヒラ得タル

17

賓験成績ハ第５表二示フ、如ク、健康對照例二對

シ約62％ト云フ高イ陽性率予示シタ。

　　　

第５表

　

健康對照例二於ケル賓験成績

　　　　　　

(抗原：正常結核菌菌骸ﾗ

衡　式
可檜血清量
　　(耗)

陽性散（沁節性徴岬）計

苛徊い　0.5耗131(61.8?言件で38.2ち) 215

第３節「ツベノl.・タリこ／」皮内反塞陰性ナノ･・健康者二於ケノl．・賓験成績

　

2000倍奮「ツベルクリン」皮内反意陰性ナル健

康者二於ケル賓験成績ハ第６表二示ス如ク「ツ」

皮内反庖陰性ナル健康者二於ラモ、鴻上、川上雨

氏法－ヨリ可検血清量0．2托テ用フル時ハ陽性

反唐テ示スコトガアリ、可検血清量0．5妊ヲ用

　

｀

フル時ノ｀、　ソノ牛敬二近夕陽性反庶ヲ認メタ。

第６表「ツ」皮内反喉陰性ナル健康者二

　　　　　　

於ケル貨験成績

術　　式 可橡血清量
　　(耗)

賓験例斂 陽性例散

鴻上､川上怯

0.5耗 26 11

0.2耗 ６ １

0.1耗 ６ ０

従来ノ術式
0.2耗 26 １

0.1耗 ６ ０

第４節

　

職務上結核患者二接鯛ノ有無ト結核補僣結合反面

　

健康對照例1ヽシテ選ピクル清瀬病院職員雄二

看護婦ヲ･、職務上結核患者二接鯛スル機會ノ有

無二従ツテ２分シ、ソノ各群二於ケル陽性卒ヲ

観察セルニ、第７表二示セル如ク従来ノ術式ニ

テハ雨群二陽性卒ノ特別ナ差異ハ認ノラレナカ

ツタガ、鴻上、川上雨氏法二於ラハ、結核患者

二接鰐スル機會多キモノニ於テ然ラザルモノヨ

リモ高キ陽性阜ヲ示スコトザ認ノ･タ、、

第７表

　

職務上患者二接蝸ノ有無ト陽性卒

　　　　　

(抗原:S.T.菌菌賠)

衛　式
可　桧

釦斟沈

接倆有ぐ111名)接鱗無で74名ﾚ

内、陽性。，内、陽性４べ
反暗徹(べ)反町徽ヽ犬

鴻上法
川上¥

０．２ 44(39.6?にレ20ｯ27.0％)

０．１ 22(19.8ﾀぶ牡じ(12.2ダ)

従来ノ
衡　式

０．２ 17(15.3?ぶ卜12'､16.2沁

０．１ 8（7.2y ７ﾆ9.5･い

第５節

　

結核性既往症ヲ有スノ･・者二於ケノl・賓験成績

　

結核性疾患サ疑ハシムル既往症サ有スルモ、

現在ハ健康ニシテ臨林的結核ヲ澄明シ得ずル者

二於ケル賓験成績ハ第８表二示セル如ク困術式

共二各可検血清量ノ何レニ於テモ、健康對照例

ノ夫1／ニ比シ逢カニ高イ陽性率ラ示シタ。

第８表

　

結核性既往症ヲ有入ル健康者二於

　　

ケル賓験成績(抗原:S.Ｔ.菌菌僣)

衡　式
可　接

血清量
陽性徹(凪) 陰性斂　計

鴻上、
川上法

Oj2耗　25､86y･1　4 ■ 29

0.1,,゜19ﾚ66％）　　10　！　29

従来ノ
術　式

O.2., 14(48悦)

　　　　－i〃J10.ﾀﾞ3いい

15　1　29

0.1., 19 29

第６節

　

結核初戚染政二発病ノ早期二於ケノl．・育験成績

　

結核ノ初感染拉二登病ノ初期二於テヘ鴻上

川上雨氏法ニョリ可検血清量０．５妊ヲ･用フル

モ、爾ソノ半敬二陽性反息り認ム.ルこ過ギズ、

ソノ成績ハ健康對照例或。･ヽ「ツ」反廊陰性ナ則

康者lヽ比較シヘ雨者間二目立ツタ差異ラ認ｙ

得ナイ（第９か。
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第９表 感染、晋病ノ早期二於ケ･し賓験成績

【第18巻

患者番彼
感染叉･ヽ晋病
　（年　月）

検査年月
鴻上、川上法
良情景０．５耗

従来所式
血清0.2廷

Ｒ　線　像 臨　昧　所　１

Nr. 1　・14.7曾病 14.8 －　　｜　　一 浸潤と右上.空洞 費然､胸痛､､､入院中ｼ

；　　Nr.26　　　14.4　，， 14.6 - - 浸濯L､雇ﾄﾞ．！費熱

Nr. 25 ・　13.-6 ，， 14.4 併 - 浸潤(右ﾄﾞ.) 同上

Nr. 23　　13.6陽轄 14.1 〃 - 肺門淋巴腺腫脹 貧農､で死亡）

　　　　　　　　　　　　　　　｜Nr. 28　　　13.1　19 13.5 併 - 同　　　　上 胸痛

Nr. 21　　　　13.1　，， 13.6 - - 同　　　上 登熱、胸痛

Nr. 24　　　13.8　･● 14.1 ＋ - O. B. ０．Ｂ．

Nr. 27　　　13.10.， 14.1 - - 肺門淋巴腺腫脹 同上

Nr. 2　　　13.8　，， 14.3 升 十　　ｉ　同　　　上 晋熱

Nr. 3　　　14.4　，，　１　14.5 十十 - 同　　　　上 同上

Nr. 6 14.6　･･ 14.8 - - 肋　膜　炎 晋熱､胸痛､(療養中)

Nr. 32 14.8 .. 14.9 十十 ＋　　　I･　同　　　土 同上

Nr. 7　　　14.7　． 14.8 十十 ，　+ 初期礎化群 徒然

Nr. 31　　1　14.9　･● 14.9 四 四
０．Ｂ 同上

　　　　　　　　　　　　

第７節

　

非結核患者二於ケノl.・･貴験成績

　

非結核性患者18名（肺炎２名、気管枝炎１名、

　

鴻上、川上雨氏法ニグ･可検血清量0．5耗り用フ

慢性肺炎２名、赤痢３名、「チフス」１名、「パラ

　　

ル時ハ、18例中９例二印チソノ半数二陽性成績

チフ勺１名、肺気腫１名、気管枝籤張症２名、

　　

リ･認ノ･タ。従来ノ術式二於ラズヽ可検血清量0．2

肺炎後ノ膿胸１名、腎臓炎１名、御経衰弱１名、

　

托ニや１例、0．1廷デハ陽性反臆Ｊ・呈’いレモノ

燐中毒１名、胃癌１名）ノ患者二於ケル成績７ヽ、

　　

｡ハ無カツタ。

　　　　　　　

第８節

　

鴻上、川上雨氏法ノ本態二関スタ2－3ノ賓験成績

　

（１）抗原感作後可検血清成分ノ除去ノ程度が

　　

４加へや今一同遠心沈澱シ、上清ザ捨テ

　　　

補膿結合反意ノ陽性度二及ボペ影響

　

抗原(正常結核菌菌償)テ可検血清二加へ、37゛

Ｃ水浴中ニ45分間置キテ抗原ノ感作ラ行ピク

ル後、次ノ如キ方法ニョツう・可検血清成分ノ除

去ノ程度ラ異ナラシノ、試験管中二残留ヤヽ可

検血清成分ノ多寡が、補償結合反嘸ノ盲験成績

二如何ナル影響ヲ≒及ボソ、カリ観察シタ。

　

郎チ、可検血清各０．５托宛ニ、

　

(1ﾘ第１列管ニハ、使用抗原量1ムｍｇリ生理的

食復水０．１托二浮游セシメテ混和

　

ぐ2･)第U、m列管ニハ使用抗原量1ﾑｍｇヲ、生理

的食復水0．5托二浮游セシノ‘刊昆和、夫々37°Ｃ

水浴中ニ45分間置キタ・後、５分間遠心沈澱、

上満ヲ捨テ

　

(3憚Ⅲ列管ノミュハ更二生理的食囃水１．０耗

　

（4蔀I、n、Ⅲ列管トモニ、生理的食盛水ヲ補

充シ、２軍位ノ補膿ラ加へや補臍結合反嘸テ賓

施シタ。（第10表）

　　

第10夫

　

可橡血清成分除去二障にル賞験

ljl接血清量k娃ﾌﾞ’

抗原/1/８ｍｇ几､托ﾚ

37°Ｃ水浴45分問

後、遠心洗潰

（生理的食嵯水ヲ補充ユ）

補

　　　　　　

僣

37cC水浴30分間、

15分間

賞

　

験

　

成

　

紙

　

１

０．5

0.1

1×

　

U

0.5

0.5

1×

　

Ⅲ

０．5

0.5

2×

　　　　

2E

　　　　

2E

　　　　

2E

更二感作血球ヲ加ペダル後

１

　

り
ヽ

　

３

併
十
一

4）－

併
升
一

｜

併
州

好
一

ソノ結果、第1、11列デハ弱キ溶血阻止ラ示シ
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タモノモ、第Ⅲ列デ・ヽ強キ溶血阻ILラ示シ、第

1、11列デハ完全溶血ヲ示ノ、モノモ第ｍ列卸チ２

同遠心志條ヲ･操返ﾉ､時ハ溶血阻11ソ示ノ、モノゲ

ｊ'ツタ．．印チ、血清成分除去ノ度が彊ヶレバ僅

クナ４程反嘸ハ或ル程度、ソレニ政行シ刊星クナ

４モノノｊ'ルコ1｀が認､メラレタ．

　　　

(2;pJ検血満中ノ正常溶血素量測定

　

前項ノ責験二於テ吋検血.清成分除去ノ程度二

政行シテ補醵結台ヽ反嘸陽性度・ヽアル程度高クナ

ルコトいにj認メ得タガ、コノ陽性度ノ上昇ノ

原因ヅ検杏‥叶1的プ以テ先ブ可検血満中ノ山

羊血球二對よし･1,､11ﾐ常'i容lm.素量り則定ン礼卸チ

肺結核患者ｎ例、健康者16例、計27例ノ明

非働性1剛占二就テ第11友ユ友記いし如キ川去

－ヨツテ、 ltﾐ常溶血素靴列!り定セ)L ―、人血諸

0。1托ハ何レモ10供稀作補煎０．１托ノ存在ノ

ﾓｰ

　

；

２川｣1羊血球０．２妊？完全二溶血セシ

ム

　

Jし

　

」

　

lヽラ確ノタ。吏二賓験狗レ大多倣ハ、同

上條りノモ;・－２七山Tこ血球０．３託ち容血｡セシ

ベ叉其ノ

　

優しヽ０．４托ヲでぼ（レシ）タ√而シ

テ充分ナ｡･し袖肥:､;ﾐ例ヘバ10供稀郡補肥０．５托･

ノ存在ノモ1ヽ一於や・ヽ、０．１托ノ人血満ハ２ヤ

山羊血球０．５娃ソモ溶血セシリ･。尚對照弥人

血｡清ノ代りーイモ理的食嗜水ノ川フ）及ヒト≒ル

モバ」非働性血満管ニハ何等溶血現象二

無カツタ。更二患者lヽ健康yいヽノ間－、人血訪

中二含二ﾉし

　

ヽ溶血素量二於一卜巾に特別ナ差異

ハ認メうレナカツタ。

　　　

第11夫

　

’、血清中ノ溶血素量測定盲験

　　　　　　　　　　　

I

　　　

n

　　　

Ⅲ

'JL膚.非働性ﾚｊＬ

　　

０．１

　

０．1

　

0.1

10

　

倍

　

哺

　

君ｊＵ

　

０．１

　

０．1

　

0.1

2％山羊血球.1才L

　　

0.2

　

0.3

　

0.4

'に理的食嘸水ｽ廷)

　

1.1

　

1.0

　

0．9

　　　　　

/37で水浴30分間後判定)

IV

0.1
Ｉ

　

1
＾
　
　
　
'
／
…

　
　

●

　
　

1

0
0
0

　　

り幻正常溶血素ラ除去セ（人血満ノぶ加

　　　　

盲験

　

第２痢’盲験二於テ人血満ハ何レ刊11羊血球

二對い呵三常溶血素サ含有･いレモノナルヅ認・･

得タゲ、弟１項ノ賓験二於や認・･ラにタふ補醵

－

1-J(I

2Ｅ

健息ぺ．血清

ﾌﾞｰ'¦こ理的含嶼水ヲ哺充凩)

･jf検血清4;万

　　　

〇.5

　　

0 .)　　0.5

抗

　　

原

　　

量

　　　　

０．５

　　

０．５

　　　

０．５

　

３７（で水浴↓5分間後、遠心沈雌、上浦ヲ捨

結ａ反庶陽性度ノ上昇凪柴シテ==]ノ正常溶血

素ノ存在二因･レモノナルカガカｊ検いレ馮ニ、

次ノ如キ方法ニヨヽソク健常人血清中ヨリ正常溶

血素？除去セル血i11レ添加シ、ソレガ補孵結合

反唯ノ陽性唆二及ボノ､影響ツ観察し八

　

卸チ、鴻土、川上雨氏法-･ヨリ可検血清量０．５

托サ用ピクル場合ノミ陽性成績-Ｊ示し、従来ノ

術式－ヨリ可検血清量０．２托ラ含ム試験管ニテ

ハ陰性成績テ示二如キ可検血清二就-７

　

'Ｆ第１刈管ニハ斯カル可検血清０．５托ニ、抗

原使用量‰ｍｇり一含ム生理的食腹水浮游液０．５

托り加へへ37 -Ｃ水浴45分間後、５分間遠心

沈1殿シ、上海月舎や生理的食盛水ノ補充友

　

２第11刈萱ハ前記同様ユ處置セル後、別二用

意セル健常人非働性血液り｡1耗丿川フ。

　

(3第Ⅲ列管ハ↓同様處置セり丸

　

上記健常

人非働性血液中ヨリ正常溶1皿素リ･除キタル血i荷

　

側]チ、山羊血液犬･用ヒテ、上記健常人血満中

ノ溶血素テ除キ、而モ賓験的二常該溶血素ノ流

失ヲ澄明シ得タ川皿満･O．]ｊ毛ナ加乙

　

４第1、U、Ⅲ列共２軍位ノ補郷-Ｊ加ヘテ法二

従･ソテ補郷結合反唯々行フ。(第12一紀

　　　　

ｙ 12 長　健常1、血清ノ添㈲片験

　

試

　

、'ダ

　

祐

　

列

　　　　　

！

　　　　

II

　　　　

Ⅲ

llﾓ常溶血素ヲ除去セル同上血清

に
λ

　

ヘ
ノ

　

ヘ
ノ
う
ノ

や
１

　

り
－
ｊ

哺

　

:37 C

皆

　

９

婢

樋｀

収

々L

クテア几。

　

盲

　

験

　

或

０．１

－

２Ｅ

谷30分問汝懸作血球ヲ加月

債

1）

Ｉ
舟

ｎ
冊

１

Ｉ
併
併
冊
一

Ⅱ
借
料
十
一

－

).1

2Ｅ

Ⅲ
升

ｍ

併

刊･

＋

－

19

　

史犬ﾋ記責験二於へ遠心沈條１同ノ代りー

２同道心志條大行ヒりレ例ノ責験成績八次ノ如
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2）

　　　

十十

　　

－

　　

－

　　　　　　

3）

　　　

－

　　　

－

　　

－

　

本賓験成績カラ、鴻上、川上雨氏法二於テ可検

血清成分ノ除去ノ程度が彊クナル程、反庖陽性

度ハ僅クナルト共二正常人血i青テ添加フ､レバ反

謝陽性度ハ減ズルヲ認ｙ得ルガ、ソノ陽性度減

弱ハ添加セフレ正常人非働性血満が正常溶血素サ

含有フ、ルト否トニ拘ラズ同様デアル。部チ可検

血清中二含有セラルヽ正常溶血素八本補醒結合

反底ノ陽性度ノ上昇叉ハ減弱ニハ大ナル影響●

有セデルコトサ確メ得タ。

　　

（４）「モルモ・、ト」非働性血清添加賓験ぐ1，

　

前項ノ賓験二於テ正常溶血素サ除去セル人血

清添加が、恂鴻上、川上雨氏法ニョル補燃結合

反嘸ノ陽性度二影響フ、ノレ

　

コ

　

トヲ認ｙタガ、更

二本項二於テノヽ人血清二代フ～ニ「モルモット」

非働性血清テ添加シテ、之が補値結合反嘸ノ陽

性度二及ボス影響ヲ観察シタ。

　

印チ従来ノ術式ニョリ可検血清量0．2延々含

ム管二於テハ陰性或ハ弱陽性反唐テ示シ、鴻上、

【第18巻

川上副氏法ニョリ可検血流量0．5耗二子ノゝ陽性

反嘸ラ呈－リレ如キ可検血清二就テ

　

（1第１列ニハ、斯カル可検血清０．５耗二抗原

使用量旱ｍｇリ生理的食盛水０．５妊二浮游セシ

・･刊昆和、37°Ｃ水浴45分間後、遠心沈澱シ、

上満刊舎テ生理的食盛水ヲ補充ぺ

　

２軍位ノ補

償？加フ。

　

２第ｎ列・ヽ１伺様二處置シ、２軍位ノ補償卜

共ニ7モルモヽバヽ」非胆性血清0．05妊サ加フ。

　

3,第Ⅲ列ハ、1澗様二處置ら、２軍位ノ補償

ノ代りニ３単にノ補借り加フ、

　

４第IV列ハ、従来ノ術式ニョリ、可検血清量

0.2托二抗原使用量1/こｍｇ尹前記同様０．５妊ノ

生理的食盛水二浮游セシノテ混和八生理的良

復水子補充シ、２軍位ノ補膿テ加フ。

　

立第Ｖ列ノヽ、↓=同様二處置シ、２軍位ノ補償

ト共ニ「モルモヽ、ト」非働性血清0．05托紆加

フ。

　

喊以上第I一V列迄共ニ、37で水浴ニ30分

間置キタル後、感作血球焉加フ･･第13表參照八

第13表「モルモット」非働性血清添加賓験

鴻　上、川　上　法 従来ノ衝式

１ Ⅱ Ⅲ　　　　　IV　　I　　　V

可接血清量(耗ﾌ ０．５　　　，　０．５　　　’　０．５　　　ｊ　　０．２　　　∧　　０．２

抗　原　量で耗）ｉ　　０．５　　Ｊ　　０．５　　＝　　０．５ ０．５　　　　　０．５

(37で水浴45分間後、遠沈、上清ヲ捨ッ)
ｌ

生理的食晩水（耗）｜　　1.2 1.15　　1　　1.15 ０．５　　　｀　　0.45

補　　　　　　僣 2E 2E ３Ｅ　　　　１　　　２Ｅ 2E

｢モル｣非働性血清 - 0.05　　，　　- - 0.05

(37で水浴30分間後、感作血球ヲ加へ更ニ15分間水浴二置ク)

賞験成績1）

　　　　

2ｼ
χ
ノ

　

Ｎ
、
／
／

３
４

I

　　　　　

Ⅱ

　　　　　

Ⅲ

　　　　

IV

　　　　

V

併

　　

升

　　

升

　　

朴

　　

一

升

　　

－

　　

＋

　　

＋

　　

－

十十

　　

－

　　

－

　　

－

　　

－

＋

　　

－

　　

－

　　

－

　　

－

茲二賓験二供シタ｢モルモヽ、ト｣非働性血清ハ、

食験的二抗山羊血球溶血素テ含有セデルコトテ

澄明シ得タルモノデアル。本賓験成績カラ次ノ

如キ開係ノ存在ヲ認ｙ得久。

　

(1)｢モルモット｣非働性血清ハ抗山羊血球溶血

素ヲ含有セずルニモ拘ラズ、補慌結合反庶へ

｢モル｣血清ノ添加ニョツテ著シク阻止サレル。

印チ≒ル｣血清ハ補膿結合反恵や阻止スル様二

働ク血清成分４有ベルン2)従来ノ術式ニョリ可

検血清量０．２娃ニラハ陰性成績テ示シ、鴻上、

川上雨氏法-=-＝=･リ可検血満量０．５托チ用ヒタ場

合２軍位ノ補幄ニテハ陽性成績ヲ呈りレ如キ可

検血清へ

　

２軍位ノ代りー３軍位ノ補膿列

ル時｡‘´｀こ多グ｀¦;21但
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(５)｢モ｡ルモ。ト｣非働性血清添加責験'2)

　

前項ノ責験二於升

軍位ノ補僥ノ存在ノモトニ於テハ陽性成績ヲ示

シ３軍位ノ補膿ノ存在ノモトユ於テハ陰性成績

り示･､如キ場合、ソノ原因が抗原感作後可検血

清成分ノ除去ニョリ、抗原が血清成分ノ１種タ

･レ補幄サ非特異的二吸著いレコトニ因ルモノナ

ラザルカラ検査犬ル目的ラ以テ次ノ如キ方法ニ

21

ヨリ賓験シタ。

　

郎チ、斯ノ如キ可検1組液二就テ、８木ノ試験

管ヲ探り、各々nﾐf検血詐量0．5托ト、抗原使用

量０．５托トバ昆和シ、37cC水浴45分間後、遠

心洗滞ニョツテ除分ノ血満成分ラ可及的除去セ

ル後、10倍稀郡｢モルモヴト」非働性血液刊階段

的二加へ、生理的食盛水り補充シ、補醗焉加へ、

法二従ツテ反感ヲ･賓施シタ卵14表)。

第Ｈ表｢モル｣非働性血清添加賓験(2)

1　　1　　II Ⅲ IV　　　V VI V皿 VDl

可　橡　血　清　粍ﾚ 0.5　！　　0.5 ０．５ ０．５　１　０．５ ０．５１ ０．５ ０．５

抗　　　　　原　ぐ耗:･ 0.5 I ０．５ ０．５ ０．５ ０．５　１　　０．５０．５ ０．５

ﾀﾞ37で水浴45分後）

２×遠　　心　　洗　　浪 １× ２× ２× ２× ２× ２× ２×

7モル.j非脆性血清ﾀﾞ10倍∧　－ - 0.1※ ０．２ ０．３ ０．４ ０．５ -

生理的食晩水 １．２ １．２ １．１ １．０ ０．９ 0.8 ０．７ １．２

補　　　　　　　　葡　1　2E 2E 2E 2E　i　2E　　2E　1　2E 3E

ぐ3ドＣ水浴30分間、感作血球ヲ加へ更ニ15分間）

賓　　験　　成　　債　　　升 併 十十※
十一

- -
‾　　　ｉ　　　‾

　　　　　　Ｓ

　

鴻士、川上雨氏法ニョリ２軍位ノ補胎ノ下ニ

やハ陽性反感サ呈シ、3.軍位ニテハ陰性反感尹

示'､如キ場台ヽ､補鴫２軍位卜３軍位トノ差ハ10

倍稀憚働性血満0．05托二相常ﾉ､ルガ、コノ補醵

丿非働性トナシ、其ノ２倍T輦卯チ｢モル｣非働性

血満10倍稀憚０．１托テ２軍位ノ補醵二加フル

モ、該反感ハ尚陽性成仔ヤ示≒

　

コノ盲験成績

カラ鴻上、川上困氏法二於テ抗原感作後血液成

分①充分二除去いレモ、ソノ栃二必ズシモ抗原

／ヽ補膿ラ非特異的ニ１種ノ血液成分トシテ吸著

へ'l.モノデタり瓶イコトガ認メラレタ。

　

丿引拘叫酸曹達加健常血清二於ケル賓

　　　　

成績

　

健常人I凱満二就へ拘櫛酸曹達此入力゛補膿結

今反感ノ盲験成祐二及ボ｀ソ､影響ヲ観察シタ。卸

チ鴻上、叶ヒ雨氏法ト従来ノ術式トユ於へ夫

か赤血球沈降速度反感用拘鵬酸曹達液刊暗段的

二探リ、各々術式二従ツテ補胎結糾丈咆ヤ賓施

シタ。ソノ肯験な法拉二成績ハペノ如クデア

ルイ弟ｎ衣几

第15夫

　

拘薇酸曹達加健常血清二於ケル貨験

1）鴻上、1101法

　

１

　

可検血清（耗）

　

０．５

　

抗

　　

原ｿn) 0.5

　

３．８≒

　

Ｆチ、」.

　

1ヽラ“卜II托ﾉ

　

‾“

Ⅱ

l
Ｏ

　

一
ｒ
-

　
　

・

　
　

一

〇
〇

0.05

　

Ⅲ

０．５

０．5

0.1

ＩＶ;

０．５

０．5

0.2

3７ｃＣ水浴45分間後、遠心５分間、上清ヲ捨テ

生理的食嶼水ヲ補充シ’、２単位補叢ヲ加へ、37°Ｃ

水浴30分後感作血球ヲ㈲へ更ニ15分間水浴二

麗ク）

2j）従来ノ術式

　　　

１

　　

吋緋血清量けＤ

　

０．２

　　

抗

　　　

原ﾉ托IIう

　

０．５

　　

実理的食唖水m 0.5

　

３．聊ご千ト=> - ＼-」一

　　

哺

　　　　　　　　

箭

　　

2Ｅ

u ｍ

０
０
０

　
　
　
　
　
　

ｌ
Ｏ

一
ソ
）
　
　
　
　
l
O
　
　
　
　
-
ｆ

0.05

2Ｅ

･、３ｙＣ水浴30分間、呼作血球ヲ㈲へ、

間水浴二置ワ）

２
５
４

　

１

　
　

一

　
　

Ｉ

　
　

一

　
　

一

〇
〇
〇
〇

21｛

庖ニ

IV
一
ソ
）
　
　
　
　
Ｌ
Ｏ

　
　

一

　
　

一

〇
〇

　

0.3

　

0.2

　

2E

15分

3Tべ同上血清對照ﾔ一同上抗原ノ代りニ･1ﾆ理的食嶼

　

水ヲ用フル外、□）ト同丿．

盲
鴻
従

,瞼

　

1戊

　

縫

上、川上法

豪ノ術式

Ｉ

　

一

　

一

従来バ桁式ｚ皿活對照－

Ｕ

一

一

一

ｍ
土
＋
＋

Ｖ

　

+

1

　

＋

併
併

¦こ.述ノ肖験ニヨヽソデ､3．ｙし向田酸言言０．２托
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ノ混入Ｊ・ヨツテ、補醵結合反座､ハ著明ナル影響

テ受ケルリ認ｙ得ル。然ルニ鴻上、川上雨氏法二

於丁　フペ血満對照管が併置サレｆ居ナイ篤ニ、堕

類其ノ他反庖ヲ阻llノ、可キ物質ノ混入シタ場合

ニノ｀ゝ

ソノ鑑別ハ甚グ困難トナル。従来ノ術式

ニ於テ。･ヽ可検血清量０．２娃テ用1=、更二同量ヲ

對照トハルモ尚ヨクと等ラ鑑別シ得ル。印チ鴻

上、川上雨氏法二於テ血清對照管べ併置セず几

コト､ハ同法ノ一ツノ訣鮎デアル。

【第IS巷
-

　

(７)各種抗原ノ差異ニ

　

ヨ

　

ノし賓験成績ノ差異

上記、鴻土、川上雨氏法ノ本態二開フヽル賓験

ニハ、正常結核菌菌醵(｢ブイヨン｣培地培養)テ

抗原lヽシタガ、各種抗原ノ差異－ヨリ賓験成績

二差異サ来･､可キヤ否ヤラ検スル篤、本抗原ト

共－S.Ｔ。菌醵、Ｌｏｎｇ合成培地培養人型結核

菌、同培地培養B.C.G.菌醵等ヲ抗原トシテ、

前記諸賓験り追試シタガ、ソレ等ノ賓験ハ何レ

モ略々同様ナル成績ヲ･貨ヘタ。

第９節

　

３軍位ノ補僣ヲ用ヒタノl・鴻上、川上雨氏法ソ賓験成績

　

鴻上、川上雨氏法二於テ、可検血清量0．5托ヲ

用ヒ、２軍位ノ補醵ヲ使用セル賓験成績ハ既述

セル如ク「ツベルクリン」皮内反座陰性ナル健康

者ニモ多クノ陽性!え嘸刊

ノ血清學的診新法トシテハ、賓際的價値二乏シ

・1コトガ感ゼラレル。依ツテ２軍位ノ代りニ３

軍位ノ補醵ヲ用フルコトーヨリ、可検血液０．５

托ヲ用フル鴻上、川上雨氏法ハ、其ノ臨休士､ﾆｰ

於ケル賓際的剛直々高タ得ルカサ賓験シタ。其

ノ成績ハ第16ムユ示シｙ、

　

郎チ鴻土、川上雨氏法ニテ２軍位補鱈ニテノヽ

陽性ナルモ、従来ノ術式ニテハ弱陽性叉ハ陰性

ナル可キ患者血涙29例、健康者血涙40例二就

テ鴻上、川上雨氏法ニョリ３軍位ノ補暦・用フ

り寺｡’｀ソ川湯性徴７｀夫々14例及ビ９例トナル。

而シテ従来７術式二於テ｀１=可検血涙量O;2筏ヲ

用フぶ時ダ｀上記ノ中夫ノを13例及ビ14例二陽性

丿丈嘸り認ハレ。コノ賓験成績カラ、２軍位補醇

使用ノ鴻上、川上雨法氏ハ、従来ノ術式二比シ

テ特二優にﾀ成絹子典ヘナ１コト犬゛認ｙ得≒

第16夫

　

３単位補僣使用ノ賞験成績(計69名)

衝　　　　式 　　　　　　　　　　1･lf検血清量　丿　禎　　　聘 患者陽性敷　，健康者陽性敏　　　　計

鴻上、川上法　；　　ｏで　　ｊ　　　２Ｅ

　　　　　　　　　　0.5　　　ｉ　　　^3E

29名　　i　　40名 69名

11t; 昨 23 y;

従来ノ術武　　　0.2　　j　　2E　　j　　13名 14 ?; 27 ?;

　　　　　　　　　　　　　　　

第４章

　

總括娃二考按

　

比較考察二便ナラシふ7りゐヽ雨術式ラ川lニ

　　

施シテ得タル陽性率チ再ビ次二表記ソヽル

テ、可検血清各;､;Tニ就テ結核補胎結台ヽ反座り賓

　　

17表)。

　　　　　　　　　　　　　　

第17表

　

雨術式ニョル陽性率比較

術　　　　式 鴻　　土、　川　　上　　法 従　来　ノ　術　式

　、可検血清II;
　　へ、、（耗）
賓験例犬

0.5　　　　　　　0.2 ０．１ ０．２ ０．１

肺結核例　　　96な　　　　94･。　　　89?。 88ｸ･　　　　　8Pぶ

健康対照例　　　62％　　　　35ら　　　　17ち 16≒　　　　　　　8ち

以上ノ賓験成績拉ニ「ツ・ヽご･しクリン」皮内反嘸 陰性ナル健康者二對7、7し成績(弟６表･カラ考察



第１銃】 野村＝結核補僣結合反喉二開フヽル研究

　

スル時、臨休的結核ノ血清診断ノ目的ニ．・ヽ、換

　

゛言ソヽレバ陽性反座ハ臨林的結核ノ存在り或程度

　

ノ確資性ヲ以テ肯定シ、陰性反庖ハソノ存在サ

　

否定シ得ルニ最モ適常ナル可検血清量ハ、鴻

　

上、川上雨氏法二於テハ０．ｎ毛、従来ノ術式ニ

　

テノヽ0．2托叉ノヽ０．１托ト訪し'､pjキデア匹

　　

而モ鴻上、川上雨氏法二於テ、臨休的結核ノ診

　

悶卜最モ適常トル可検血液T:11T 0．1耗サ用ヒテ得

　

タル成績へ従浙ノ術式二於テ可検血油煙０．２

　

托ラ川ヒテ得ダル成績ト殆ド相一致ソヽルぐ第17

　

表几===1ノ鮎カラ鴻上、川上雨氏法．・ヽ臨休的結核

　

ノ血盾診ぼ法トシう・へ同一抗原ラ用フル従来

　

ソ術式二比シテ特二優レテ居ルモノ1ヽノヽ考へ得

　

ナイ．

　　

然シ鴻上、川上雨氏法ニテnl検血液量０．２托

　

刊ﾆ11フル場合、所謂健康者二於テ、例ヘバ肋膜

　

炎等ノ既往症●･有りし健康者二於テノヽ、叉職務

　

上結核患者二接痍二ル機會多キ者二於テハこ人

　

々然ラデル者ヨリモ高キ陽性孝テ示スコト等ヨ

　

リ考察ペル時、此種陽性反庖ハ其ノ社けが所謂

　

非特異的反感デハ無ク、寧口結核ノ所謂無症状

　

感染或ハ潜在性結核等ヲ･意味いレモノデｊ'ラウ

　

(第7、8表)．

　　

更二鴻上、川上副氏法ユテ、可検血満量０．５托

　

テ用ヒタ.・場合、健康者二對シ約60Xノ陽性

　

孝子示シ、｢ツ・いレタリン｣皮内反嘸陰性ナル健

　

康者二對シテモ尚多数ノ陽性反恚４認ノルガ、

　

之卜共二入院中ノ肺結核患者二對シう・ハ96％

　　

卜云フ高イ率二陽性反恚ヴ認ム

　

ル

　

コ

　

トカラ、｢其

゛川剔生反恋.ハ必ソごシモ臨休的結核ノ存在ｊy肯定

　

セデルモ、其ノ陰性反憲ハ充分リリレ確賓性ヲ以

　

ｊ･臨休的結核Ｊ'否定シ得≒ト云フ鮎カラ、０．５

　

托ノ可検血辰ヲ用フル鴻上、川上雨氏法が、臨

　

休的結核ノI組清診断法トシテ有用ナリヤ否ヤラ

　

検ヤルタノ、肺結核ノ早期診断上最モ重要ナル

　

結核初感染拉二登病初期ノ患者二就テ検先シタ

　

(第９表)．

　　

然ルニ結核ノ臨林上最モ必要ナル結核初期ノ

　

者二於テハ、可検血清量０．５托り二日ピクル鴻上、
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川上雨氏法モ、尚其牛数二陽性成績ヲ示フヽノミ

デい一般健康者、非結核性患者等二對しい1,成績

ト何等異～所ザ認・･得ナ仁印チ其ノ陰性1え礁

ハ必ズシモ早期結核ノ了昂ヤ否定シ得ナ仁

　

元来曜賓ナル結核患者1皿濤二對シ、結核補醵

結合反嘸万号性成績ヲ示ヴ､可キコトア･にニ・意味

ヅーントシテ多クノ解杯が試ミラレや豪ｙ

　

Calmette ｕ. Ｍａsｓo1(1'之こ・患者血｡濤中二存

在ヤル所謂｢反庖阻Ｌ物質｣ニ原因-いレモノト篤

シご私印チ患者血液中－ハ抗原二對シ保護膠質

的二作用シ補醒ノ結合？阻ILノ､可キ血清成分／

増加・来シ、木来ナラバ陽性ナル可キ可検血清

二於ターモ尚陰性成程ＬＪ示'ヽコトガアルIヽ篤シ

タ。

　

Pesch‘ふノヽ可検人血液中二含有セうノ可キ正

常溶血素二注目シ、羊血球うリ=日ヒテ可検血清中

ノ正常溶血素子除去セ

　

･L血｡清二就テ結核補醵結

俘反咆ラ百施シ、ソノ陽ぼ率７高ノ･得タト報告

シテ居ル。然シコノ鋭敏度ノ上昇ハKingenst-

ｅｉｎ(3)ハ可検血清ノ自家抑制作用ノ上昇一ヨル

モノデ７うウト云ツテ居ル。

　

鴻上、川上雨氏法二於う=-ﾊ多量ノ可検血液ヲ

用ヒテ抗原ヅ感作セシノタル後、遠心沈澱法ニ

ョリ節分ノ血清成分ヲ除片いしが故二次ノ如キ

特鮎テ苓rTﾍﾉ1・コトガう琴ヘリレノレ｡、

　

印チ山多量ノ血清ラ川ヒ得ルガ故－、少量ノ

血清ニテハ説明シ得ずル微量ノ抗孵奸モ謹明シ

得ルレ2)節分ノ血清成分サ除去シ得･･､が放二血

清成分ノ介在ニョツう｀起ル種カナ不良條件ヲ除

去シ得ルｏ

　

而シや前述鴻上、川上雨氏法ノ本態二開-りレ

賓験二於ｆ･認ノ得タル如ク、可検血清ノ一部二

於やハ血清成分ノ除去ノ程度ニヽソしへ反嘸ノヽ

ア･・程度｀ノレニ拉行シテ強クナルモノデアル

ガ、力ヽ川剔ヤ戈ノ噌強ハ可検血清中二含有セ

ラ迂

　

ル正常溶血素ノ減少ニョルニハ非ズシテ、

恐ラク抗原二對シ保護膠質的二作用ソヽベキ血清

成分ノ除jトヽヨルモノデア弓

　

｡｀ｱﾄ筈ヘラレノレ。

　

尚此種陽性ば嘸が卜い･くう結核性抗孵ノ把握ニ



戸ルモノデア’Lカ、或ﾉ｀､ソノI一部ハ正常抗値ニ

扇ス可キモノデアルカノ､､今侈ノ賓験ニ待ツべキ

デア’lガ、其ノ總テガ所謂非特

ソノ結果ハ２軍位ノ補醵ヲ用ヒタノレ従来ノ術式

(可検血清量０．２托)ニヨノレ成績ト略一致スルダ

認・･タ僅16表)。

　

コノ鮎ヨリスルモ鴻上、川

上雨氏法ハ従来ノ術式二比シテ特二優レテ居ル

1ヽノヽ認メ得ナイ。

　

郎チ鴻土、川上雨氏法ハ臨休的結核ノ血満診

断法トシテハ従来ノ術式二比シ特二優レテ居ル

1ヽハ認ノ難イガ、然シ従来ノ術式二於テノヽ澄明。

シ得ザル抗僥●‘モ尚ヨリ之ヲ澄明シ得ルト云フ

鮎ヨリ、補膿結合性抗膿ノ澄明法トシテ更土新

ラシキ意義ラ有フヽルモノデアラウ、。

第５章

　

結

　

論

　

第１篇ヨリ第３篇二亙り結核補剪結合μL恚ノ

ー新術式タル鴻上、川上雨氏法二就テ臨休的結

核ノ血清診断ト云フ立場カラ詳細二之ヲ追試シ

タ結果

　

1）鴻上、川上雨氏法二於テ術式上一ツノ特徴

トセラルヽ「徽毒患者血清二對シ非特異性反嘸

ヲ呈ゼデルコト」ノヽ術式上ノ特徴ト云フョリノヽ

寧口抗原ノ製法二因ルモノデ、同抗原ヲ用フル

時ノヽ従来ノ術式二於テモ亦微毒患者血清二對シ

非特異性反嘸テ認メナイ。

　

2）鴻上、川上雨氏法二於テ、血清反嘸賓施上

常二其ノ成績判定ノ一條件トシテ必要ナル血清

對照管ヲ併置シ得デルコトノヽ、本術式ニョル成

績判定上特二考慮チ要スル鮎デアル。

　

3･鴻上、川上雨氏法ハ、結核ノ臨休診断上ノ

價値二於テハ、同一抗原ヲ用フル従来ノ術式二

比較シテアニヽユル角度カラ観察シターモ拘ラ

ズ、其ノ何レニ於テモ特二優lノタ所ヲ･認ｊ･得ナ

イ。

　

4）然シ鴻上、川上雨氏法ダヽ従来ノ術式ニテノヽ

澄明シ得デル抗借量サモ澄明シ得ルコトニ＝=･

リ、恐ラク結核ノ免疫學上更二新ラシキ領域ヲ･

開拓ス可キ一助タリ得ルモノデアラウ。

　

摘筆二臨ｉ終始御懇篤ナル御指導ト御校閲ヲ･

賜ハリタル東大徽菌學歎室竹内教授拉二東ﾐ以府

立清瀬病院長岡博士二對シ萬腔ノ謝意ヲ捧ゲ、

抗原ノ分奥サ賜ハリタル鴻上博士雄二傅研柳滞

博士及ビ本賓験上種々御便宜ヲ賜ハリタル醤局

同僚諸兄二衷心ヨリ感謝ノ意ザ表ス。
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